
 

 

 

 

 

 

 

6/23（火）の朝に渡辺教頭先生がほんわかタイムでお話をされました。題材は「手のひらを太陽に」という

誰でも知っている歌です。この歌の作詞はアンパンマンの作者で有名な「やなせ たかし」さんです。この歌

詞には，いろいろな生き物が出てきます。ミミズ，オケラ，アメンボ…そして，3番の歌詞にはカゲロウが出

てきます。教頭先生は，このカゲロウを強調されました。カゲロウは幼生の時期を水の中で暮らし，成虫にな

ると 1 日で死んでしまいます。「このはかない命も命の重さ

に変わりはない」と強調されました。子ども達もそれに答え

て「どんな命も大切だ」「生きているうちに，やれることをち

ゃんと考える」など発言できました。 

命について考えることはとても大切だと思います。限りが

ある命だから，生きていることにすばらしさを感じ（たぶん

歌詞の中で真っ赤に流れるぼくのちしお），今を最高に生きる

ことに全力を挙げて欲しいのです。毎日学校に来て，勉強や

スポーツに励み心身共に健全な体を培っていくそのことが今

の子ども達には最も大切なことだと思います。 

 

7/7（火）の朝，井手久美子先生がほんわかタイムで話をされました。先生の母親としての体験を中心

に子ども達に命の大切さをお話しいただいたと思います。

先生には 2 人の娘さんがいらっしゃいます。長女を出産さ

れるとき，おなかの中に赤ちゃんを抱えて，大きな病気をさ

れました。ご本人の命も子どもさんの命も非常に危なかっ

たそうです。夫の瑞樹先生と協力して，何とか出産できると

ころまで頑張られました。それでも，帝王切開することは避

けられずに，瑞樹先生の誕生日である 9/6 に出産したいと

要望されて，準備を進めれたそうです。すると不思議なこと

に，手術を予定したその日に陣痛を発しました。結果，帝王

切開による出産でしたが，親の願いと赤ちゃんの願いがシ

ンクロしたようでとても感動されたそうです。 

 また，2番目のお子さんは，長女が長い間，妹が欲しいと要望されていた中で，妊娠がわかったそうで

す。そして，次女の名前を「麻樹子」とつけられました。理由は，長女の名前が「まさこ」さんなので妹

は自分より賢くなるように自分の名前に「一」を加えて「まきこ」がいいと提案を受けてつけられたそう

です。「さ→き」の変換は「さ」に横棒を足すと「き」になります。そして最後に，「お母さんはあなた達

を命がけで産みました。そしてあなた達から，寿命を延ばしてもらっています。」とまとめられました。

とても感動的な話で，子ども達も自分ごととしてとらえてくれたと思います。 
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島を離れて，佐賀市の方に向かっていくとだんだん気温が上がることがわか

ります。6/23（火）の早朝，私の携帯電話に「さがんメール」から，高温注意

情報が入ってきました。日中の最高気温が 35 度くらいになる可能性を通知す

るものでした。私は，毎日，子ども達の授業の様子を伺いに校舎を回るのです

が，各教室窓を開けているせいもあるのでしょうがかなり涼しく感じます。ま

た，毎日校長室の窓には，海のしぶきが絶えずついています。島は，いつも海風

が吹き，そして，海のしぶき（肉眼では見えません）が舞っている天然ミストの

状態です。だから，高温注意情報が出ていても，校舎内は驚くほど，高温になり

ません。もちろん，まだ夏特有のじめじめした湿度の高い空気でない事も大き

な要素ですが，陸部に比べて気温が低いというのは事実です。このことは島で

学習する上ではとても有利なことです。 

 

 

 

6/23（火）午後にスクールカウンセラーの川上先生に道徳の授業を行っていただきました。職員も子ども

達と一緒に，グループエンカウンターの授業に参加しました。初めに，職員も子ども達と混ざって双六を行い

ます。それぞれのマス目に例えば「今度生まれ変わったら？」，「1億円あったら何しますか？」などの質問が

書いてありますので，それに答えます。和気あいあいと楽しい雰囲気で子ども達の発言があり，楽しい時間を

過ごしていましたが，何でも言い合える雰囲気づくりの意図を感じました。その後各自で悩みを書いて，それ

にアドバイスを別の人たちが書いていくというこ

とを行いました。 

毎日子供たちは元気に勉強やスポーツに励んで

います。子ども一人ひとりに目が届くため，一見何

も無いように見えますが，多感な時期でもありちょ

っとしたことで心が傷つくことも少なくないと思

います。そんな時，まずは言葉に出して言えること

が大切です。そのために一人で抱え込むことが無い

ようにし，周りの友達や大人の人たちに相談できる

よう学ばなければなりません。多分そんな授業だっ

たと思います。ご家庭でも，子ども達が何でも話が

できる雰囲気を作ってください。 

 

大雨の季節です。 

今年の梅雨は，非常に雨の量が多く各地に甚大な被害が出ています。先日，唐津市内でも道路の冠水があった

り，レベル 4 の避難指示が出たり予断を許さない状況です。幸いにも加唐島や松島には大きな被害は出てお

らず，平常の学校生活を送れています。しかし，気を緩めることはできません。何よりも命を守る行動に努め

てください。 

 

川上先生（スクールカウンセラー）の授業 

島の強み 


